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多くの注釈書がカヅキスルと訓み、近年定訓化しつつある。







































































































































































述べようと思う。まず、 『万葉集私注新訂版』の唱えるイホリについて阿部論文は、イホリには漁をする意はなく、草や木で粗末な家を造って住むこ を表し、カヅキ、アサリと比べて水・海のイメージが薄いだけでなく イホリには「海人」と共に詠まれる例が集中にないことから否定した。ただ、 『私注 は「語釈」で次のように、いろいろ迷った末にイホリスルの訓に達しているので、その点 つ て、いささか言及しておきたい。


















































存在から、問題の歌もカヅキでなく、アサリで訓むべきであると筆者は考える。ではなぜ、アサリがシホと共起するのだろうか。アサリは、主に鳥が餌を探し求める意が原義で、そこから人が海辺で魚介類や海藻を採る意を派生した。シホは、満ち干する海水の意で、大野晋編 『古典基礎語辞典』 （角川学芸出版）は「しほ（潮）」の項で 「「満ち干する」というのがシホ（潮）の最も重要な属性」と解説している。万葉歌でも潮の属性は
しほひみ
しほひ
「潮干満ち〈潮干満〉 」 （万葉六・九一八） 、 「海は潮干て〈海者
しほ







これまで十分に考えられていない点 、あるよ に思われ和歌文学大系『万葉集』 ﹇稲岡耕二﹈ （明治書院）は「潮の流れが早いために磯辺にこうして居ると、潜水して漁をする海人だと人は見るだろうか。旅をしているわたしを」と 口語訳している。どうしてカヅキ（潜水）スル海人であると、人が旅人の私を見るのか。潮の流れが激しいので、船を出せず、待機している状態で、場所は波打ち際の磯辺である。そういう旅人を人が見て、何で潜水する海人だと見るのか、わからな 。旅人である作者が、第三者 眼前で実際に海中で潜ったり、浮 たり
しほはやいそみを
しているのならば理解でき 。しかし、 「潮速み磯廻に居れば」から海中にいないのは明白なので、不可解 ある。
アサリならば、潮の流れで磯辺に打ち上げら た貝や海藻を










































では、 アサリとイザリの違いは何か。 『古語大辞典』 （小学館）
の「いざる」の「語誌」に、その点について説明があ 。








































































カヅキの原文 「入潮」 は 「潮ニ入ル」 意の漢文的表記。 「潮」は名義抄に 「ウシホ・アサシホ・シホ」 とするように、海水、潮流の意であるから 「入潮」 は海水の中に潜り入ることを意味する。したがって、カヅキ（元）が正しい。
潮は満ち干するもので、 「潮流」の意は潮の干満から生じる
現象で、潮が単なる「海水」の意を表した例は、 『万葉集』に見られない。したがって、 「入潮」 海水の中に潜り入る意に解することはできず、カヅキと訓む は不適切である。筆者は、「入潮」を「潮（の満ち干する浅瀬や干満でできた潮溜まり）に入り（打ち上げられた魚介類を採取）する という解釈でアサリスルと訓み得ると考える。
とのゐする























や海藻を手で拾う海人娘子らが衣を濡らすこ が知られ 。そういう発想で、 「潮」字を動詞ヌル（ ）に当てたのだろう
ポイントは、潮の満ち干がアサリスル必要条件になっている
点で、潮はアサリと一緒に用いられる語で、 『万葉集』に四首あることを既に確認したが その四首は鳥が動作主体の例のみである。ここで注意すべきは、カヅキの①〜⑲ 動作主体が人は一五例、鳥は四例。一方、アサリはＡ〜Ｏで、 が人は五例、鳥は一〇例。すなわち、動作主体 カヅキ 人が、アサリは鳥が多い 問題の歌の動作主体は人であ が、第四句
あま







ちなみに、アサリスル鳥 鶴の例（前掲ＦＨＩＬＭＯ） 最多である。さらに、問題 歌の次 歌も 「水 の浮き寝やすべき」（万葉七・一二三五）と、人を鳥の習性になぞらえて歌う。
アサリは、鳥が主語の場合は一字一音表記以外は「求食」と
書かれ、人が主語の場合は「朝入」 （アサイリのイの脱落想定表記）で書かれる。この表意的用字と言われる「朝入」 （朝、海水に入る）と、漢文的表意表記の「求食」 （餌を求める）を基に、 「朝入」の「入」字を用いて、 「求食」の「動詞＋名詞」の語順にすること 「入潮」 （干満による潮時に入り魚介類を採る行為）をアサリの義訓表記としたので ないだろうか。
カヅキの訓字は、全例「潜」字で表記されている。なぜここ
だけが「入潮」と書かれた か カヅキ説 説明がほしい。
おわりに
以上、 「入潮為」は、 「潮」とアサリが緊密な対応関係にある
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